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柴崎 徹，The JLGK0901Study Group
（日高病院 脳神経外科）
【目 的】 頭蓋内転移個数が 10個以下の転移性脳腫瘍
患者につき,特に 2-4個の症例に対し, 5-10個例におけ
るガンマナイフ単独治療 (GK)の有効性比較 (非劣性試





【結 果】 1194例が解析対象,男女比 723:471,年齢は
30-91歳.原発臓器は肺 912例,乳腺 123例,他 159例.転
移個数によりA群 (1個 :455例),B群 (2-4個 :531例),
C群 (5-10個 :208例)の 3群に分類.GK後のMSTは,
A群が B群 (13.9 vs 10.9ヶ月),C群 (13.9 vs 10.8ヶ月)に
対し有意に長かったが, B・C群間に差はなかった
(10.84ヶ月).【結 論】 GK単独治療成績で, 腫瘍個数
2-4個群に対して 5-10個群は非劣性であることが evi-
dence level IIで証明された.
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